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２０２０年４月２日の世界自閉症啓発デーに向けて 

大阪は大阪城、通天閣、天保山大観覧車、太陽の塔、（主催大阪府、 

大阪市、大阪自閉スペクトラム協会 共催日本発達障害ネットワーク大阪 

協力 通天閣株式会社、塩野義製薬株式会社）ブルーライトアップしました。 

堺市も旧堺燈台、（主催堺市）がライトアップされました。 

今年は、新型コロナウイルスの感染防止の為、ライトアップを準備する 

シート貼り付けは限られた参加者で行い、大阪城をブルーライトアップ 

しました。全国的に講演会、作品展などは、自粛する所も多く大阪も 

自粛させて頂きました。当会は、大阪城、通天閣、太陽の塔の 

ライトアップを（株）日本城タクシーの協力支援で巡って来ました。 

太陽の塔では、一分間花火が上がりました。                     大阪城天守閣 （大阪市中央区） 

地域のケーブルテレビ「世界自閉症啓発デー」について電話インタビューで啓発活動をしました。 

                

     シート貼り付けのみなさま              シート貼り付け 

 

皆様の支援のおかげで、ライトアップが出来ました。感謝申し上げます。 

令和２年７月 ＮO９ 
一般社団法人 大阪自閉スペクトラム症協会 
〒532-0023 大阪市淀川区十三東 2-5-15-405 

Tel 06-4862-4144  Fax 06-4862-4158 

Email / jas-os@nifty.com 

http://www.sp-nagare.com/autism-osaka/ 
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☆巡ってきた通天閣、太陽の塔のライトアップ☆ 

 

  
通天閣 （大阪市浪速区）              万博記念公園太陽の塔（吹田市） 

☆その他「世界自閉症啓発デー」ブルーライトアップして頂いた所☆ 

                       
 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）（大阪市中央区） 大阪府咲洲庁舎（大阪市住之江区） 
 

 旧堺燈台、（主催堺市）  JR 高槻ロータリー前 

※天保山大観覧車は新型コロナウイルス感染症の影響により臨時休業となったため、中止となりました。 

令和 2 年 4 月 2 日撮影した写真です。太陽の塔、ドーンセンター、大阪府咲洲庁舎の写真は、大阪府に提供していただきました。 
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大阪市よりスポーツチームによる啓発活動のご協力 

次のスポーツチームのご協力により、試合時に、自閉症をはじめとする発達障がいについて正しい理解と

認識を深めていただくための啓発活動を実施されました。 

令和 2 年 1 月 25 日（土曜日）、26 日（日曜日）の試合時において、自閉症をはじめとする発達障がいについて 
正しい理解と認識を深めていただくための啓発活動として、アリーナ内での啓発ポスターの掲示、電光掲示板での 
発達障がい啓発メッセージの放映を実施されました。当会の役員も 26 日（日）に参加しました。 

     
 
新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。 

大阪エヴェッサ（ヒューマンプランニング株式会社） 
オリックス・バファローズ（オリックス野球クラブ株式会社） 
セレッソ大阪（大阪サッカークラブ株式会社） 

☆世界自閉症啓発デー関連イベント報告☆ 

新型コロナウイルス感染症の影響により中止になりました。 

〇世界自閉症啓発デー2020 啓発ウォーキング 令和２年４月４日（土） 

〇自閉スペクトラム症児者のアールブリュット展令和 2 年 4 月 17 日（金）5 月 20 日（水） 

〇世界自閉症啓発デー講演会令和 2 年 4 月 26 日（日）共催 大阪市中央図書館 

 

〇大阪市によるポスターやリーフレットによる啓発につい 
3 月 1 日から、主に次の場所にてポスターの掲示やリーフレットの設置が行われました。 

Osaka Metro 駅構内掲示板 

（新大阪・淀屋橋・本町・なんば・天王寺・なかもず・大日・太子橋今市・天神橋筋六丁目・東梅田・天満橋・谷町九丁目・

喜連瓜破・住之江公園・大阪港・堺筋本町・野田阪神・日本橋・天下茶屋・大正・蒲生四丁目・ポートタウン東） 
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・大阪市役所ロビーホールにて 

    

• 各区役所 

• 市立心身障がい者リハビリテーションセンター（大阪市平野区喜連西 6-2-55） 

• 福祉局障がい者施策部（大阪市役所 6 階）（大阪市北区中之島 1-3-20） 

• 中央図書館（大阪市西区北堀江 4-3-2）  

 3月中旬から 3月31日まで、大阪市内のイオングループ店舗（イオン、イオンモール、KOHYO、マックスバリュ、山陽マ

ルナカ）及び大阪シティ信用金庫の大阪市内の営業店舗において、ポスター掲示にご協力を頂いたそうです。 

＊大阪市の世界自閉症啓発デーホームページ抜粋 

☆日本自閉症協会から世界自閉症啓発デーについて☆ 

4 月 2 日公式イベントとしての東京タワーブルーライトアップ点灯式に新型コロナウイルスの感染防止の為限られた

参加者のスイッチオンとなりました。 

参加者  

発達障がいの支援を考える議員連盟の尾辻秀久会長、高木美智代事務局長、 

セサミストリートの自閉症のキャラクタージュリアちゃん、そのお友達のエルモ、クッキーモンスター、 

日本実行委員長市川宏伸氏（日本自閉症協会会長） 

 今年中止となりました世界自閉症啓発デー2020東京シンポジウムについて 

登壇予定だったシンポジストによる動画紹介が公式 HP上にアップロードされました。 

＜動画ページ＞ 

http://www.worldautismawarenessday.jp/htdocs/index.php?action=pages_view_main&page_id=93
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 WAAD2020では『 輝く人 ・ 照らす人 』というテーマの元様々な取り組みをご紹介いただきましたのでご周知い

ただきまた、よろしければご覧ください。 

https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000371237.html
https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=1&mps=5000&mpy=34.6099390074255&mpx=135.547381055928
https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=1&mps=5000&mpy=34.694289&mpx=135.502222&mtl=1001&fid=116-1001
https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=1&mps=5000&mpy=34.6739610298041&mpx=135.485969191222&mtl=1005
http://www.worldautismawarenessday.jp/htdocs/index.php?action=pages_view_main&page_id=938
http://www.worldautismawarenessday.jp/htdocs/index.php?action=pages_view_main&page_id=938
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令和２年度 事業計画 
 

今年度は自閉スペクトラム症当事者やその家族の現状を踏まえ、以下の活動を推進します。 

① 当事者やその家族が楽しめる余暇活動 

② 講演会・勉強会開催を通じての広報活動 

③ 当事者自身による活動 

④ 相談支援 

⑤ 保護者の相互交流 

⑥ 権利擁護と理解啓発事業 

⑦ 成年後見等についての研修事業 

⑧ 行政への働きかけと政策提言 

⑨ 災害対策事業 

⑩ 関連団体との連携 

《定例会議等》 

・総会：年 1 回 

・理事会 ：2 回以上 

・定例役員会：毎月 1 回 第４金曜日（事務局にて） 

・役員研修会：年１～２回 

・各種講演会、委員会へのメンバー派遣 

《各部門の予定》 

【事務局】：『つなぐ』年 3 回発行、ホームページの管理運営、研修資料等の印刷 

刊行物発送年 3 回以上、会員への諸連絡等を通じて広報・啓発活動。 

【各種事業の企画・運営】 

１ 世界自閉症啓発活動（ウォーキング、アールブリュット展など） 

 ２ 毎月 13 日サロン集い（十三市） 

 ３ 公開講座 (1) 災害支援について（日程未定） 

(2) 問題行動について（令和２年 2 月 4 日に予定） 

        (3) 成年後見について（日程未定） 

 ４ 学習相談会 1 月予定 

 ５ 見学会、 

 ６ 交流会 

 ７ 相談 電話相談など（教育、福祉、医療、就労など） 

【行政との連携】 「世界自閉症啓発デーライトアップ」事業に府市と協働で取り組むほか、 

大阪府、大阪市、障がい施策推進協議会への参画 

        大阪府発達障がい児者支援体制整備検討部会への参画 

        大阪府発達障がい児者支援部会子どもﾜｰｷﾝｸﾞ、成人ﾜｰｷﾝｸﾞへの参画 

        大阪市障がい者発達障がい支援部会への参画 

        大阪府、大阪市発達障がい支援センター連絡会への参画など。 

【おやじの会】勉強会 

【支援部会】当事者の余暇支援検討会、ペアレントメンター事業。 

【他団体との協働・連携】 

日本自閉症協会加盟団体意見交換会、日本発達障がいネットワーク 

JDDneｔ年次大会・JDDnet 大阪への協力、障がい者と社会をつなぐシンポジウム 

大阪府発達障がい団体ネットワーク、発達障がいを支援する会、など。 

 
 
  今年度は、新型コロナウイルスの感染の影響ため、中止になる行事もあります。 
  ご理解ください。 
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☆2019 年度公開講座報告☆ 
 今年は、新型コロナウイルスの感染の為会場入り口で、アルコール消毒していただき、マスク着用を 
出来るだけして頂き、全て実施しました。 
 
 〇2 月 4 日（火） 講師 中山清司氏 （ＮＰＯ法人自閉症℮サービス代表） 
       「自閉スペクトラム症、発達障がい児者の問題行動の対応」 
 
  （一社）日本自閉症協会の監修のＤＶＤで、中山先生が担当したところの映像を見せて頂きながら 
 具体的なお話しをしてくださいました。毎回 同じ日に同じテーマでしていますが、理解を深めるには 

  尽きない課題だと思います。 
 
                  アンケート 
 
2017 年 2 月 4 日（土） 
回答 27 名/38 名参加 71% 
◎ あなたの年齢と性別をお聞かせ下さい。 
  20 代 5 名 30 代 3 名 40 代 9 名 50 代 8 名 不明 ２名 

（男性 5 名・女性 20 名・・回答したくない 2 名） 
◎ あなたのお住まいをお聞かせ下さい。 
   大阪市内 9 名・大阪府内 13 名・その他（姫路市 2 名・神戸市 2 名・宝塚市 1 名） 
◎ 本日の催しを何で知りましたか？ 
   ホームページ 14 名・チラシ 11 名・オアシスメール 1 名・前回勉強会 1 名 
◎参加された理由についてお聞かせください。 

１、興味があった 20名          ２、家族、友達に誘われたから 2名 

３、多くの人と話やふれあいが出来るから  ４、関係者の家族として参加   6名 

５、ボランティアとして参加 1名 

６、その他（発達障害児支援施設で働いている為・上司に薦められて・子どもの為） 

◎本日の公開講座についてのご感想は？ 
  １、大変良かった 16 名   ２、良かった 6 名   ３、ふつう 
  ４、良くない         ５、まったく良くない 
◎ご意見・ご感想がありましたらご記入ください。 
※たくさんの資料、ビデオで紹介して頂きありがとうございました。具体的な話で良くわかりました。 
「インクルーシブ」が唱えられる中、自閉症の方々が地域・学校で過ごしやすくするためには 
どうしたらいいのか、町中、電車内でパニックを起こした時にどう対応したら良いか 
これからも学んでいきたいです。 
一人で電車に乗って移動されていて大声を出す方も見かけます どんな支援が必要か、 
電車内で隣に座ってこられたらどう、対応したら良いか又聞きたいです。 

※自閉スペクトラム症の息子がおります。現在は落ち着いていますが時々怒って物を投げます。 
 今、小１です。やはり気になるのは、思春期のことです。参考になるお話がたくさんありました。また、様々な事例を

ご紹介下さい。 
※問題行動が何か起きればどうすればいいか いろいろと前後の様子をきいたり等はしますが、 
 本人の出来る事をふやしていってあげるということも必要なのだとあらたに知る 
ことが出来ました。 

 息子の行動について あらためて見直していこうと思いました。 ありがとうございました。 
※色々な事例を見せて頂きながらなのでとても理解しやすく 我が子と重なる部分もあり 
 納得する場面も多々ありました。 
 毎年先生のお話を聞いてヒントを頂いています。ありがとうございました。 
※大変 勉強になりました。  

※問題行動に目を向けるのでなく、その原因をみつける努力が必要と実感しました。 
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 リラックスできる場所が大切な事を改めて学びました。 

 問題行動についていつも中山先生にアドバイス頂き 勇気づけられます。 

本当にありがとうございました。 

※うちの事業所では・・・さんにぴったりだと お話の間中ダブらせて思い描き 
 活かせるものを考えていました。事業所に戻りましたら 直ぐに取り組みます。 
 すごく為になりました。ありがとうございました。 
※学んだことを生かそうと思います。 
※実際の動画などで、問題行動状態がわかりとても理解しやすい内容でした。 
 私が通っている就労支援施設でも発達障害の方がいらして 近い将来同じような 
 境遇の方と仕事する事もあるかなと思い参加しました。 
 とてもわかり易く、楽しかったです。ありがとうございました。 
※環境を整えることの大切さを改めて再確認しました。貴重なお話ありがとうございました。 
※具体的な内容でとてもわかり易かったです。 
 現在支援員をしていますが、関わっている利用者さんのケースに当てはめて 
 より良い支援方法がないか考えていこうと思います。ありがとうございました。 
※構造化や仮説検証忘れずに支援していきたいです。 
※中山先生は今はもう bon キッズ、天才塾 bon の先生やらないのですか？ 
 中山先生に個別対応を頼みたい場合はどちらに頼めばいいのでしょうか？ 
※自分の関わっている子ども達に当てはまる行動もあり、問題行動だとは感じていず 
 子どもの特性の様に感じました。子どものアピールだった事を知り 見落としていたのだと 
 思いました。とても勉強になり、支援に役立てる話が聞けて良かったです。 
※家庭や学校、作業所、施設、地域でより一層の理解が進むような活動を期待しています。 
※関わっているケースで問題行動がある人がおり どうすればよいか悩んでいたところですが 
 記録をとる、仮設を立てるということは 早速取り組んでみたいと思います。 
 ありがとうございました。  
※具体的な取り組み例を見せていただいてありがたいです。最近は Hi Functionの方との 

 つきあいが多いので あらためて重い方の関わり方を見せていただきましたが 基本的には 

 課題の設定ということでは同じベースになると思います。 

※実際の現場でのお話でとても勉強になりました。次回もしやっていただけるのであれば 

 高機能自閉症についても詳しく教えて頂ければ勉強になります。お願いします。 

※前で先生がお話下さっているのに隣の席の方が しょっちゅうスマホをさわりとても目障りでした。 

 
〇2 月 9 日（日）  講師 大久保 圭策氏 （大久保クリニック委員長） 
        「自閉スペクトラム症の医療とお薬との関わり方」 

            
 
  大阪府発達障がい児者体制整備部会に当会とご一緒させて頂いている大久保先生をお迎えして、 

発達障がい児者の薬の扱い方などの具体的にお話ししてくださいました。 
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アンケートのまとめ 

１ 日 時：令和２年2 月９日（日）10:00 ～ 11:45 

２ 場 所：ドーンセンター 中会議室（４階） 

３ 講 師：大久保圭策 氏（大久保クリニック） 

４ テーマ：「自閉スペクトラム症の医療とお薬との関わり方」 

５ 参加者：２８名 

６ アンケートの結果（回答数：２５／２８：89.3%） 

Ｑ１：あなたの年齢と性別をお聞かせください 

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 無答 

１ (4%) １ (4%) ９ (36%) ８ (32%) ２ (8%) ２ (8%) ２ (8%) 

男性： ８ (32%)   女性： １３ (52%)   無答 ４ (16%) 

 

Ｑ２：あなたのお住まいをお聞かせください 

大阪市内 大阪府内 その他 ※ 

 ４ (16%)  ９ (36%)  １２ (48%) 

※ 東京都、神戸市(2)、川西市(2)、尼崎市、西宮市、兵庫県内、大和高田市、京都市、 

無答(2) 

 

Ｑ３：本日の催しを何で知りましたか？ （複数回答あり） 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ チラシ ポスター 知人から オアシス その他※ 

 ８(32%)  ６(50%)  ０  ３(12%)  ６(24%)  ５(20%) 

※ 自閉症協会の会報、ネット情報、フェイスブック、親の会、無答 

 

Ｑ４：参加された理由についてお聞かせください 

興味があった 家族、友人に誘われた 多くの人と話やふれあい

が出来るから 

関係者の家族として参加 その他※ 

 ２０(80%)  ０  ０   １(4%)  ４(16%) 

※ 仕事／支援に役立てる(2)、講師の先生のお話が聴きたかった、無答 

 

Ｑ５：本日の公開講座についてのご感想は？ 

大変良かった 良かった ふつう 良くない まったく良くない 無 答 

１７(68%)  ６(24%) ０ ０ ０ ２(8%) 

 

《ご意見・ご感想がありましたらご記入ください》ﾏﾏ 

 １ 薬に頼るのも考えないといけないと思いました。 

 ２ 本人が困っているかどうかが大切ですね。 

 ３ もう少し薬の話がきけるとおもった。 

 ４ 専門用語が多くてすこし理解しにくかった。 

 ５ いろいろの情報をありがとうございました。 

 ６ 時間がなくて途中退席しました。とても残念です。また拝聴できる機会を楽しみにしています。ありがとう

ございました。 

 ７ 発達障害支援法について当社の目的と現在が少し違っていることの視点に気づくことができました。 

 ８ トラウマの問題も小さいころからなくすことが大切など、多くの情報をいただき有難うございました。 

 ９ 先生のクリニックのエピソードなど、ご紹介いただき大変興味深く聴かせていただきました。 

10 お薬の話、もう少し聞きたかったです。 

11 薬のことまでなかなか話がいかなかったのですが、とても興味深く面白く聞かせていただきました。 

12 こんなに面白い公開講座は初めてです。あっという間に時間が過ぎました。参加して本当によかったです。 

13 ありがとうございました。わかりやすく面白い例えなどがあり、拝聴できて良かったです。またききたいで
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す。 

 14 開始当初、スタッフの方？の声、いすがちゃがちゃ、うるさかったです。時間がなくて残念。 

 15 よいきかいありがとうございます。医療と薬、まずない内容なのでありがたいです。 

 16 とても楽しく参加できました。話もとても聞きやすく、興味もありました。 

 17 とてもよく分かりました。参考になりました。 

 18 とても楽しいお話でした。薬のお話をもう少し聞きたかったです。ありがとうございました。 

 19  やはり前半で話は終わった。熱心な先生ほど、レジメが最後まで終わらないのはよくあることだと思ってい

ます。 

 20 ホームページからはうまくたどり着けませんでした。岡山県自閉症児を育てる会の、近隣の講演会情報から

たどり着きました。 

 21 本音で有効な情報を多量に聞くことができて良かった。 

 
〇3 月 14 日（日）  講師 森 千夏氏 （大阪大学キャンパスライフ支援センター特任研究員） 
          「発達障がいのある子どもたちが社会で自立していくために 
                     ～合理的配慮の支援をいかして～」 
          質疑応答 オブザーバー 

望月 直人氏（大阪大学キャンパスライフ支援センター特任准教授） 
 
新型コロナウイルスの感染が流行りだした頃で、段々自粛ムードが 
高まったころにドーンセンター大会議室で実施しました。 
参加者は 10 名でしたが、環境消毒テーブル、椅子、換気にも気を付けて 
実施しました。 
参加者は、今年度から大学へ進学した親子、これから大学進学される保護者 
すでに、在籍されている保護者が熱心に聞かれておられました。 
大学では、保護者が相談するのではなくご本人が相談に行かなければ 
支援は受けられないことが、保護者のかたは、とても不安になられるようです。 
進学されるまでに、ご本人の長所短所などが、しっかりご理解していることと 
規則正しい生活を身につけていることの大切さを具体的な例をあげて森先生が 
お話ししてくださいました。 

JDDnet（一般社団法人 日本発達障害ネットワーク） 

今年度は新型コロナウイルスの感染予防の為書面確認を行い6月21日（日）代議員総会が成立いたしました。 

☆啓発講演会☆ 

 JDDnet大阪は、新型コロナウイルスの感染予防の為 4月 5日（日）を中止にし、9月 27日（日） 

ドーンセンターにて開催されます。 

定員人数を半分にしています。感染が拡大の時は、中止になる可能性もありますので、HPで 

確認宜しくお願い致します。 
 

今年のテーマは、「発達障害のある学生への就職支援」です。２０１６年の発達障害者支援法の改 

定により「社会全体の責任で支援を行う」と定義されました。大学等の高等教育機関においても体制 

整備が求められ、修学支援は行われるようになってきました。しかし、就職支援については、本人の 

ニーズも多様であり、既存の大学の支援では難しい状況です。どのようにして社会移行（教育から就 

業へ）を支援していけばいいのでしょうか。先進的な取り組みをされている大学や就労支援機関での 

実践のお話を伺い、社会移行に向けての必要な支援についてみなさんと一緒に考えていきたいと思い 

ます。 
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発達障害啓発イベント20２０ ＪＤＤｎｅｔ大阪企画 

日時：9 月27 日（日）9：4０ ～１2：0０（9：20 受付開始） 

会場：ドーンセンター４Ｆ 大会議室２ 

（大阪府立男女共同参画・青少年センター） 

参加費：一般１０００円 

(ＪＤＤｎｅｔ会員は、5００円) 

定員：４０名（申し込み先着順） 

申込先：メールjas-os@nifty.com ＦＡＸ ０６－４８６２－４１５８ 

プログラム 

９：４０ 開会あいさつ 

９：４５ 「大学での学生支援の現状と課題」 

・松久真実氏（桃山学院教育大学教授) 

・大谷朋子氏（帝塚山学院大学キャリアセンター） 

１１：００ 「就職に不安のある学生への支援を考える 

～「働く力プロジェクト」を通して～」 

・窪貴志氏（株式会社エンカレッジ代表取締役） 

１２：００ 閉会 

新型コロナウィルス感染拡大防止のための施設利用ガイ 

ドラインに沿って実施します。 

https://www.dawncenter.jp/thema/info07.pdf 

主催：日本発達障害ネットワーク大阪（ＪＤＤｎet 大阪） 

後援：日本発達障害ネットワーク（ＪＤＤｎet） 
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